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   ～ 明るく たくましく 誠実に ～  令和６年１２月２４日発行 

 

自分たちの学校を自分たちでつくる！ 
「助け合い、笑顔あふれるいい楽校」目指して、 

ステップアップの２学期！  
 

 

 

  

★ 学校をきれいに！ 

★ 学校を楽しく！ 

★ 自分から学ぶ！ 

1年生のおもちゃパーティー、4年生のダンス発表

や折り紙パーティー、そして縦割り遊び。楽しく

過ごせるよう、運営側も参加者も協力して大成功。 

毎日、児童玄関まわりを中心に様々な学年の子どもたちがボランティア掃除をしてくれ、学校がきれいに

なっています。環境委員の呼びかけによる掃除には大勢の子どもたちが参加し、廊下をきれいにしました。 

朝学習(ぐんぐんタイム)で学習への構えをつくり、授業では、運動・実験・演奏・話し合い・教え合い・個別で

課題に挑戦・まとめや発表等…様々な形態で学習を進めます。まずは、自分から学びに向かう姿勢を育成中です。 



人権の木(クリスマスツリー)に飾りが 

いっぱい！！ 

人権週間で取り組んでいた人権の木。 

まわりの人を大切にしている姿や自分を

大切にできたことが集まって、たくさんの

飾りがつきました。クリスマスツリーも、

２本では足りなくなって３本目が登場。 

それもいっぱいになるほどのすてきな姿

が集まりました。 

人を大切にすること 自分を大切にすること・・・ 

どんな姿を見つけられた？ いくつか紹介します！  
💜たてわりの時間に 6年生が、みんなにやさしくルール説明や話をしていた。 

💛けんかした時に、自分たちで解決できていた。💛けんかした時に、友だちが話を聞いてくれた。 

💜わたしはいつも、そうじとかべんきょうと、きゅうしょくとうばんも、がんばっている。 

💛落ち込んでいる人のそばに行って、そっと背中をさすってあげている人がいて、相手の気持ちを

よく考えてあげているなと思いました。 

💜さいきん、なやみを聞いてくれる人がいて、うれしいです。  

💛「また明日」と言って、手をふってくれた。 

 💜体育の時に、友だちがあきらめずにとび箱をがんばっていた。 

人権標語も考えた！ 
★伝えよう 笑顔の言葉 ありがとう 

 ★いやなこと 人に言う前 考えよう 

 ★みんなと 仲良くすると 自分もいい気持ち 

 ★イライラ ぶれーき ゆずりあい 

 ★みんなと がんばっているすがたが つよい 

学校で一緒に過ごしている友達や大人・・・自分も含め、その一人一人がとても大切な存在

です。そして、そこにいるだれもが、幸せに生きる権利「人権」を持っています。みんなが、

そのことをしっかりと心に持って行動すれば、きっと笑顔があふれるいい楽校になるはず。 

また、だれもが抱える不安や不満に負けず、心穏やかに暮らすためには、自分の中に「幸せ

を感じる心」や「感謝する心」を育てることが大切です。 

人権週間が終わっても、笑顔あふれるいい楽校を目指して、子どもたちに関わり続けます。

2学期もたくさんの方に支えていただきました。ありがとうございました。 

２学期も保護者の方、地域の方をはじめ、地元の企業や行政の皆様、 

玉中学校の先生や生徒さん等、たくさんの方に子どもたちの成長を支え 

ていただきました。本当にありがとうございました。 

冬休みも引き続き、地域での子どもたちの見守りをお願いいたします。 

1月８日（水）の始業式には、また、元気な子どもたちに会えるのを 

楽しみにしています。  それでは、よいお年をお迎えください！ 

 
貼りに来た人も読んでいる人もみんな笑顔！

まわりが温かい空気に包まれています。 

 

1月の参観日にも掲示し

ますので、子どもたちの

言葉をぜひ読んでみて

ください！ 


